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ChatGPT本体 周辺R＆DのOSS 各社でのR&Dの例
プレイヤー テックジャイアント 各開発者／各社 各社

戦略が
オープンか
クローズか

クローズ
（類似モデルの一部は
オープン）

オープン

クローズかつセキュアな有償
サービスを基盤環境として、
オープンなOSSをもとに
独自に活用／改良して使う

データ Web上の超巨大な
言語データ Web上のデータ

所有している独自データ
（顧客データ、購買履歴、
Q＆A応答など）

AIの学習のために
必要な予算 膨大 低予算で可能 低予算で可能

提供する価値 流暢な自然言語での
インターフェース

典型的、汎用的な
機能

アセットをもとにした独自の
価値（操作方法のQ＆A、購買の
相談など）

1週間 1週間1週間 2週間2〜3週間 2～4週間

Colum
n

Innovation management

を
整
理
し
た
の
が
図
表
1
で
す
。C

 h a t 
G
PT

本
体
は
テ
ッ
ク
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

（
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｉ
）が
開
発
し
、
基
本
的
に

ソ
ー
ス
は
オ
ー
プ
ン
化
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。一
方
、
技
術
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
企
業
に
よ
る
周
辺
の

Ｒ
＆
Ｄ
で
は
、
典
型
的
な
機
能
を
オ
ー

プ
ン
ソ
ー
ス
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア（
Ｏ
Ｓ
Ｓ
）

で
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

日
本
企
業
を
含
む
多
く
の
企
業
は
、

そ
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
活
用
し
て
Ｒ
＆
Ｄ
に
挑

む
わ
け
で
、〝
巨
人
の
肩
〞に
う
ま
く
乗

る
こ
と
が
最
初
の
関
門
な
の
で
す
。
例

え
ば
、ChatG

PT

の
特
性
の
1
つ
は
、

流
暢
な
日
本
語
で
や
り
と
り
で
き
る
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

上
で
応
答
デ
ー
タ
を
顧
客
の
購
買
履
歴

性
は
目
覚
ま
し
く
、
①
自
然
言
語（
人

間
が
日
常
的
に
使
う
言
葉
）で
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
と
や
り
と
り
で
き
る「
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
の
変
化
」、
②
社
会
と
Ａ
Ｉ
の

親
和
性
が
高
ま
る「
社
会
の
変
化
・
人
々

の
受
容
速
度
」、
③
ク
ラ
ウ
ド
上
に
展
開

さ
れ
る
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
開
発
の
基
盤

と
な
り
う
る「
サ
ー
ビ
ス
開
発
、イ
ン
フ

ラ
の
変
化
」と
い
う
3
点
に
地
殻
変
動

が
及
ん
で
い
ま
す
。

R
＆
D
の
最
初
の
関
門
は

〝
巨
人
の
肩
〞に
う
ま
く
乗
る
こ
と

こ
の
状
況
で
企
業
が
価
値
を
つ
か
む

に
は
、「
技
術
の
特
性
を
理
解
し
た
う
え

で
自
社
の
ア
セ
ッ
ト
か
ら
勝
ち
筋
を
見

つ
け
る
こ
と
」が
鍵
と
な
る
で
し
ょ
う
。

ChatG
PT

と
周
辺
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム

こ
こ
数
年
、
驚
く
べ
き
技
術
革
新
や

災
害
・
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
想
定
外
の
社
会

変
化
が
次
々
と
起
こ
り
、
人
々
の
生
活

を
激
変
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

時
代
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は「
速
さ
」が

正
義
で
、
大
企
業
型
の
大
規
模
Ｒ
＆
Ｄ

を
通
じ
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル
的
手

法
は
馴
染
ま
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

リ
ス
ク
を
低
減
し
つ
つ
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
価
値
を
生
む
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
か
。
注
目
のChatG

PT

を
例
に

考
え
て
み
ま
す
。

ChatG
PT

は
リ
サ
ー
チ
、
論
文
執
筆
、

音
楽
の
生
成
、
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
ど
ま

で
で
き
る
Ａ
Ｉ
技
術
で
す
。
そ
の
革
新

技
術
革
新
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

―
ス
キ
ル
を
起
点
に
、最
速
で
価
値
を
生
み
出
す
リ
ー
ン
な
手
法

A
I
な
ど
革
新
的
技
術
を
活
用
し
た
新
規
事
業
創
出
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
に
つ
い
て
、

技
術
者
で
あ
り
経
営
者
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
実
績
も
持
つ
木
佐
森
慶
一
氏
に
話
を
聞
い
た
。

ド
へ
の
敏
感
さ
な
ど
を
持
つ
人
を
集
め

ら
れ
れ
ば
、
自
律
的
な
Ｒ
＆
Ｄ
を
促
す

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
規
模
は
大
き

く
せ
ず
、
少
数
精
鋭
に
し
て
機
動
性
も

重
視
し
た
い
で
す
ね
。

こ
の
チ
ー
ム
の
役
割
の
1
つ
は
顧
客

の
痛
み
を
見
つ
け
る
こ
と
。
最
初
の
仮

説
は
間
違
っ
て
い
て
当
然
と
い
う
心
づ

も
り
で
、
顧
客
ニ
ー
ズ
を
徹
底
的
に
深

掘
り
し
ま
す
。従
っ
て
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
も
幾
度
か
の
方
向
転
換
を
許
容
す
る

度
量
が
問
わ
れ
ま
す
し
、
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
か
ら
外
れ
る
こ
と
も
よ
し
と
す
る
以

上
、
こ
の
チ
ー
ム
に
は
通
常
業
務
と
別

の
評
価
軸
を
適
用
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

③
リ
ー
ン
な
価
値
検
証

方
向
転
換
を
歓
迎
す
る
一
方
で
、
無

駄
足
は
極
力
踏
ま
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
、リ
ー
ン
な
価
値
検
証
を
行
い
ま
す
。

開
発
を
進
め
な
が
ら
潜
在
ニ
ー
ズ
の
有

無
を
探
っ
て
い
く
の
で
す（
図
表
2
）。
後

戻
り
を
前
提
に
ダ
メ
ー
ジ
を
最
小
化
す

る
た
め
、
時
間
を
区
切
る
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
。
ま
た
、「
あ
れ
も
こ
れ
も
で
き
る

機
能
」で
は
な
く「
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
痛

み
」を
解
く
こ
と
で
、
最
初
の
価
値
の
核

を
つ
く
り
ま
す
。
仮
説
検
証
で
き
た
時

点
で
追
加
予
算
を
検
討
し
ま
す
が
、
製

品
の
市
場
規
模
や
将
来
性
は
ま
だ
見
え

か
ら
つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
顧
客
対

応
は
よ
り
洗
練
さ
れ
、
ユ
ー
ザ
ー
の
体

験
価
値
は
い
っ
そ
う
高
ま
り
、
差
別
化

の
源
泉
と
な
る
わ
け
で
す
。

革
新
的
技
術
が
登
場
す
る
今
は

ア
ク
セ
ル
の
踏
み
時

こ
の
激
し
い
変
化
の
波
を
つ
か
む
た

め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
課
題
は
、
次
の

3
つ
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

①
ビ
ジ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ス
ト

ビ
ジ
ョ
ン
を
企
業
か
ら
事
業
へ
、
さ

ら
に
チ
ー
ム
へ
と
落
と
し
込
み
、
個
々

の
メ
ン
バ
ー
へ
浸
透
さ
せ
ま
す
。

ど
の
山
の
頂
上
を
目
指
す
か
と
い
う

方
向
が
固
ま
れ
ば
事
業
の
推
進
力
と
な

り
、
さ
ら
に
は
登
る
手
段
や
道
の
り
を

臨
機
応
変
に
変
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

変
化
が
激
し
い
現
代
、
体
制
の
硬
直
化

は
命
取
り
で
す
が
、
ビ
ジ
ョ
ン
が
明
確

で
あ
れ
ば
こ
そ
、
必
要
に
応
じ
て
果
敢

な
方
向
転
換
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

②
機
動
的
な
特
別
チ
ー
ム

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
実
働
チ
ー

ム
に
は
、「
ビ
ジ
ネ
ス
」「
技
術
」「
デ
ザ
イ

ン
」と
い
う
3
つ
の
観
点（
人
材
）が
必
要

で
す
。
さ
ら
に
メ
ン
バ
ー
に
旺
盛
な
好

奇
心
、
気
軽
に
モ
ッ
ク（
試
作
品
）を
つ
く

れ
る
手
の
早
さ
、
ニ
ュ
ー
ス
や
ト
レ
ン

な
い
た
め
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
側
も
そ
れ

に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆

自
然
言
語
で
高
機
能
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
扱
え
る
よ
う
に
な
り
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
主
役
は「
研
究
者
や
エ
ン
ジ
ニ

ア
」か
ら
、「
Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
せ
る
ク

リ
エ
イ
タ
ー
」へ
と
変
わ
る
で
し
ょ
う
。

ア
イ
デ
ア
さ
え
あ
れ
ば
誰
で
も
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
れ
る
の
で
競
争
は

よ
り
激
化
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
が
い
の
あ
る
テ
ー
マ
で
す
。

ChatG
PT

の
よ
う
な
革
新
的
技
術

が
登
場
し
て
い
る
今
は
、
ま
さ
に
ア
ク

セ
ル
の
踏
み
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
見
方
を
変
え
れ
ば
可
能
性
に
満
ち

た
、
最
高
に
面
白
い
時
代
。
私
自
身
、ワ

ク
ワ
ク
し
な
が
ら
未
来
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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freee株式会社 AIラボ AIプロダクトマネージャー

木佐森慶一氏
東京大学で博士取得後、理研を経てNECに入社。
NECと産総研のオープンイノベーションの枠組
みで機械学習のトップ国際会議で論文発表。そ
の技術の事業化のためにBIRD INITIATIVE株式
会社を設立し、事業責任者としてリード。現在
は、freee株式会社でAIプロダクトマネージャー
（AI技術開発の責任者）として最新AI技術を用いて
最速でリーンに価値創出することに挑戦中。

木佐森慶一 氏　Kisamori Keiichi  

図表1 

▲  

ChatGPTと周辺のアセットの整理

図表2 

▲  

開発の進め方のイメージ

技術＆ソリュー
ション仮説を
ありったけ
書き出し

Customer 
Problem Fitを
検証

Problem 
Solution Fitの
検証

アセット的に
勝ち筋があるかを
吟味し、最速で
価値が出せそうな
仮説を選ぶ

ソリューションの
机上検討

データを使った
PoC 追加予算ask




